共同受注検査員服務規程（例）
第１条　検査員は理事長の監督を受け検査事務を行う。

第２条　理事長の監督は、検査員の製品についての判定に影響を及ぼすことはない。

第３条　理事長は検査員外より検査事務の進捗、統一監督を行うため検査監督１名を選任することができる。

第４条　検査員は素行を慎み職権を濫用せず懇切丁寧を旨とすること。

第５条　検査員は検査規約に従い厳正正確を旨とし迅速簡便にこれを行い検査品の取扱いは鄭重でなければならない。

第６条　検査員は検査品に関する製造を行い又は検査品に関する営業を行う事並びに他人の使用人を兼ねることはできない。

第７条　検査員は理事長の許可を得なければ報酬を受ける他の事務を行うことができない。

第８条　検査員は職務に関する機密を漏洩し又は未発の事件若しくは文書を漏示し又は組合員の秘密を漏洩してはならない。

第９条　検査員は、理事長の承認を得なければみだりに職を離れ又は職務上居住の地を離れることができない。

第１０条　検査員はその職務に関し理事長の承認を得た上でなければ名義の如何を問わず組合員より贈与を受け又はその供応を受けることはできない。

第１１条　検査員は、　日毎に書面をもって理事長に検査の成績を報告するものとする。

　但し、その急を要するものは其の都度報告するものとする。

第１２条　検査員は、検査規約に違反した者がいるときは先ず故意かどうかを調査し、故意でなかったものについては戒告とし、故意であったものについては理事長に報告しその処分を求めるものとするが、その権限内の事項については自ら所定の処置をするものとする。

２　前項の処置をしたときは遅滞なくこれを理事長に報告しなければならない。

第１３条　検査員は検査委員の請求があるときは参考書類の提出をするとともに事情を具申するものとする。

第１４条　検査員であって次の各号のーつに該当するときは懲戒処分を受ける。

　（１）職務上の業務に違反し又は職務を怠ったとき

（２）職務に関し検査員たる威厳又は信用を失う行為のあったとき

第１５条　懲戒の種類は次の通りとする。

（１）免　職

（２）減　俸

（３）譴　責

第１６条　減俸は１ケ月以上６ケ月以下で月俸の１０分の１以下を減ずる。

第１７条　検査員を懲戒しようとするときは、理事長より検査委員会に諮問し理事会の同意を経なければならない。

